
休憩室パース

事務スペース
この事務所で働く人みんなで使えるように大きな机を配置したり
守秘義務のある資料等もしまえるようになっている

事務所で働くみんなが使える休憩室で真ん中にあるちゃぶ台でご飯を
食べたり、雑談をしたりと仕事の疲れをリフレッシュできる

お肉テーブル

収納棚

清水町と結びつけたときに思いついたものでおいしくて
有名なお肉を意識したテーブルを考えた
お肉の焼き街などを色で表現し大きくて従業員７人で使え
るようになっている。

清水町では乳製品が有名でそれを生かしたかわいらしくユーモア
がある家具を作りたいと考えた。そこでパンを意識したら面白い
かと思い座面や背もたれに丸みを持たせたり色合いで表現した。
反発がありつつ、ふかふかなので長時間座っていても疲れにくい

デザイン性や使いやすさを意識して細かく棚を仕切ったり、
引き出しや大事なものを保管できるように扉付きのところも
ある。そして緑を配置したりと使い勝手に合わせてここで変
えたりできるので違った変化が楽しめます。

吹き抜け
事務所の中が明るく開放感であふれ、
上下階のつながりも強くなり今までよ
りさらにお客さんとの交流が生まれる

応接室
あまり物を配置せず、シンプルな感じにすることで
お客さんも入りやすく尚且つ落ち着く空間づくりに
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パンの椅子

コンセプト
「事務所」で働くうえで大切なことは、
従業員同士あるいはお客さんとの
コミュニケーションを取ることによって
生まれる「つながり」や居心地が良いと
思う空間づくりだと我々は考える。
 人と人との距離感をぐっと近づけるために、
事務所内に「吹き抜け」空間を設け、
従業員全員が囲める大きさの「机」や、
収納効率の高い「収納棚」を2階に配置する。
これらのことにより上下階での交流が自然と生まれ、
仕事の効率化を図る糸口となる。
従業員全員のみならず、
ここを訪れる全ての人たちのモチベーションをも
向上させてくれるような新たな空間を提案したい。

テーマ 吹き抜けにより明るく開放感ある事務所
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